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※「風の彩り」に掲載されている写真等は、ご本人の了解を得ております。

1

Ｒ２年度のＱＣ活動で、「歯磨きチェックへの挑戦～入

所者との共同作業～」に取り組みました。

私たち「森田班：メンバー高谷、草野」は、朝の「整容の
時間（ＡＭ８:４０～８：５０の１０分間）を活用して、全入所
者に「歯みがきチェック」を行い、口腔内の状態向上と口

臭軽減を目標に全職員を巻き込んで取り組みました。

実施期間は１０月、１１月、１２月の３ヶ月間。真和館４
ユニット食堂の利点を活かし、整容の時間に職員を２名
ずつ配置し、１ユニット当たり９名～１５名の全入所者に

対し、「歯磨きチェック」に取り組みました。最初は職員も

手探り状態で恐る恐るでしたが、慣れてくると次第に
「奥まで磨こう！」や「歯間ブラシが欲しいなぁ～」等と熱
が入って行きました。また、入所者は、最初、歯を見ら
れることに抵抗があり、「恥ずかしいなぁ～！」や「面倒くさいなぁ～！」等の意見が多かったので
すが、こちらも次第に、「歯磨きチェックで気持ちが良くなった」や「職員さんと話が出来る良い機
会になりました」等の意見も増え、更なる信頼関係（ラ・ポール）が築けるようになりました。

途中、幾多の問題が日々発生していく時期がありました。そのため、「気づきノート」なる全職員
が自由な発想のもと意見交換ができるアイテム（ノート）を作りました。問題が個人的なことではな

く、全職員の問題として捉えて行けるように構造化したのです。まさに、全職員で解決して行くた

めのシステムが構築できた瞬間でした。その結果、障がいの特性上、職員の支援が必要な方も

おられますが、月１回の抜き打ち検査（直近：６月４日虫歯予防デー）で歯磨きチェックが実施でき
た入所者は９０％を超えるという実績が出るようになりました。開始当初の目標（歯磨きチェックに

よる口腔内の状態向上と口臭軽減）に対し、どの職員が対応しても、標準化と管理の定着（歯止

め）が機能している現状は、入所者の衛生面改善に於いて大きく寄与することのできたＱＣ活動

になったと思います。今後も現状に留まらず、日々改善に精進して行きたいと思います。
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令和２年度は、新型コロナウイルス対策に追われた１年間でした。入所者のみなさんは、

年度初めは、病院受診もままならない状態であり、その後も、病院受診以外は、外出禁止

が続いています。

しかし、真和館は救護施設のため入所希望者は、今日の食事、明日の住む場所にも困

窮している方々であります。そのために、コロナの心配をしながらも、制約を設けずに、基

本（緊急一時救護事業、旧：無料低額宿泊事業を含め）、通常通りの受け入れをして参りました。

ところで、「窮すれば通じる」という言葉がありますように、コロナ禍という制約があったか

らこそ、できたこともありました。

その第一は、コロナ下のため会議や研修会等に取られていた時間が少なくなり、考える

時間が増えたので、「アルコール依存症回復支援羅針盤」というシステム（仕組み）が令和

２年度末に完成しました。

このシステムは、①「真和館アルコール依存症回復支援羅針盤（基本体系）」というツー

ルで、アルコール依存症当事者の心身の状況や問題点を明確にし、②「真和館アルコー

ル依存症回復支援羅針盤（評価尺度）」というツールで、アルコール依存症からの回復状

況を入所者と支援者が評価・共有し、③「真和館アルコール依存症回復プログラム（ARP）」
という教育・訓練カリキュラムで、あるべき姿に向けて、学習に取り組んで行く仕組みです。

元々、真和館には、１５年という長年に亘るアルコール依存症に対する真摯な取り組み

の中で生み出された教育・訓練のカリキュラムである③「真和館アルコール依存症回復プ

ログラム（ARP）」があります。
そこに、基本体系と評価尺度という２つのツールが加わり、総合的・体系的・効率的なア

ルコール依存症の回復システムとなりました。

二つ目は、コロナ禍のために、自助グループ等のミーティングや学習会が中止になりまし

たが、しばらくすると、オンラインによる海外（日系のアメリカ人等）の自助グループのミー

ティング（同時通訳付き）、が始まりましたので、真和館も早速、参加させて頂きました。そ

の内に、次第に国内のあちこちでもオンラインによるミーティングが開催されだし、今では、

広く外部のみなさんとの交流のツールとして活用しています。

三つ目は、新型コロナウイルスのクラスター対策として国県の補助（国２／４、県１／４）を受

けて、これまで１人部屋と２人部屋が混在していた居室を実質的に、全室個室化（２人部屋１

７室を個室化、１室だけは２人部屋で残す）することができました。

「足下を掘れ、そこに泉あり」、という言葉があります。コロナも簡単に終息しそうにありま

せんので、引き続き、職員一同、コツコツと地道に内部固めに取り組んで、次の飛躍に備

えて参ります。

コロナ下の３つの成果

お誕生者の案内 編 集 後 記

今年は思いにも寄らない早梅雨
でした。新型コロナウィルスの拡大も
ワクチン接種が進んでるのもあって、落
ち着きを見せ始めてきました。まだまだ
油断はできませんが、１日も早く終息す
ることを願います。
今年度から、広報誌「風の彩り」の編
集をさせていただくことになりました。
今後ともよろしくお願いいたします。

５月に入職しました 釼 美香
（つるぎ みか）と申します。以前は
デイケアで働いておりました。
専門知識も無く、分からない事
ばっかりです。一緒に勉強して行け
たらと思っています。よろしくお願い
いたします。

歯磨きチェックへの挑戦 新任職員紹介



（社会福祉法人　致知会）
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入所者統計

令和２年度 決算報告

こんにちは、調理場からです。今回は、令和3年6月1日よりHACCPに沿った衛生管理の完全義務化へ向け
た調理場での取り組みについて紹介したいと思います。

１．衛生管理計画書を①調理従事者②原材料の受け入れ③冷凍庫・冷蔵庫の温度管理④下処理・調理

⑤調理器具・調理施設⑥廃棄物⑦トイレの洗浄・消毒の7項目に分け作成。
２．調理場内のチェック表である①衛生管理チェック表②調理作業チェック表③清掃・消毒チェック表

④納品チェック表の見直し。

３．調理場の構造上、下処理室がなかったため、下処理区域の目印を設置。

４．汚染エリアへのアルコールスプレーの設置。

５．調理場内の手洗い場を手動から自動水栓へ変更。

６．野菜の泥などを洗う外洗い場を蛇口からシンクへ変更。

７．洗浄室が衛生エリア内にある為、残渣を持ち込まないよう、調理場外へ残渣返却場所を設置。

８．調理従事者の制服が上の白衣のみであった為、新たに調理従事者専用のズボンを購入。

９．調理場専用靴箱を一人1足から2足へ変更し、用途別に使用できるように変更。
10．天井掃除用に伸縮性モップを購入及び、古い掃除器具の入れ替えを行う。
以上、10点を現在実施しております。

今後の予定としまして、下処理専用シンクの増設、衛生管理計画書に沿った

調理場内での実施状況の確認等を行っていく予定です。これからも、安全で

おいしい給食提供に努めてまいります。

調理場HACCP対応

真和館個室化工事

国の「新型コロナウイルス感染症に関する緊急一時対応―第2弾―」で、保護施設等の
多床室の個室化に要する改修費について、補助金が創設されました。

元々、真和館は入所者の処遇改善のために全室個室化を希望していましたので、早速、

手を挙げたところ採択いただき、無事に工事が完了いたしました。

①工事期間 令和2年11月9日～令和3年1月29日
②工事金額 20,212,500円（国2/4補助、県1/4補助）
③工事内容 2人部屋18室のうち17室を1人部屋に改造
これにより、部屋数は、1人部屋62室、2人部屋1室となりました。寒い季節での工事であった
ため、入所者の皆様にご迷惑をおかけしましたが、部屋が個室になるということもあり、

入所者の皆様に喜んで協力いただき、無事に工事を終えることができました。

新型コロナウイルス対策

令和2年2月末に熊本県で新型コロナウイルスが確認されてから、約1年半となりました。とりあえず今のとこ
ろは、発生当初から直ぐに徹底した水際対策が功を奏したのか、幸運なことに真和館では感染者は発生してお

りません。これも入所者のみなさん及び職員や関係者のご協力によるものだと感謝しております。

しかしながら、最近は職員の子供さんが通学する学校や近所の方などに感染者が発生したという情報が頻

繁に入るようになってきており、昔に比べて新型コロナウイルスの感染リスクが身近に感じられるようになってき

ました。

これに対し、真和館では当初から実施してきた水際対策（不要不急の外出禁止、手洗いの励行、外来者の

原則入館禁止等）を引き続き行うとともに、クラスター対策（入所者/職員の検温・SPO₂測定･体調管理の徹底、
パーティションの設置、2人部屋の個室化工事など）を実施しました。また万が一に備え、国・県の補助金を使用
させていただき、1ヶ月程度の感染予防の衛生用品（高機能マスク、防護服など）を準備いたしました。
新入所者や生活困窮者の無料/低額宿泊の受け入れについては、施設1階西側の一室を専用部屋とし、約1
週間程度その部屋で過ごしていただき、感染の有無を見極めております。また感染が発生した場合に備え、発

生状況に応じたゾーニング計画（施設1階西側を使用）とゾーニングをするための工事現場で使用されるパー
ティション等(写真）を準備しています。 ＜ゾーニング計画＞

（第一段階） （第二段階） （第三段階）
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※救護施設真和館・養護老人ホームあそ上寿園の２つの施設と

法人本部の合計金額となります。
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令和３年度 年間支援計画

私の体験談 ～前編～

令和元年８月に真和館に入職して、もうすぐ２年になります。私は平成22年、熊本県内のあるアルコール依存症
専門病院でアルコール依存症と診断され、入院治療を受けました。簡単でありますが、私のお酒にまつわる体験談

と入職後の気付いたことを前編・後編の２回に渡って書き記します。

私が本格的にお酒を飲み始めたのが、中学３年の夏でした。学校ではいじめに遭い、家では他人の家に居候して

いるようで、どこにも居場所がありませんでした。この頃の私は「人生は太く短く」「早く死にたい」と思っていたので、

酒を飲むこととは、高揚感が起こり、嫌なことが忘れられ、万能感が得られるという魔法の水を手に入れたという感

覚でした。高校卒業まで、家では隠れ酒や嘘をついて飲んだり、コンビニでアルバイトしている時には盗み酒もして

いました。上京してからも、大学には行かず、スナック通いの毎日で酔っ払っているから、中型バイクの免許も取り

に行けないという状態で、学費をほぼ酒に使い込んでしまい除籍となりました。

社会人として働き始めてからも、飲み屋通いは止まらず、金銭感覚も

麻痺し始めました。行きつけの飲み屋にはツケをし、会社の金だけで

はなく、サラ金にも手を出し、あっという間に多重債務者となりました。

熊本に引っ越してきて、結婚前に、借金を自己破産して整理しました。

その後勤めた会社は、全国チェーンの店で、店を任せてもらえる立場

になりましたが、酒類の仕入れを意のままにし、家に持ち帰ったり、

手持ちの酒代がなければ、レジ金を着服していました。着服が発覚し、

降格・異動となりましたが、異動先の店長とウマが合わず、うつ病を

発症し、数ヶ月後、大量飲酒した勢いで自殺未遂（大量服薬）をしま

した。救命搬送されて72時間点滴を打ち、一命は取り留めたものの、
飲酒は止められず、自殺衝動も止まらない状態で、家庭内は険悪

になっていきました。

ある日の夜、処方薬を多量に飲み、浴室内で自殺未遂を図った時に、初めて「生きたい」と思いました。浴室から

フラフラと歩きながらパソコンの前に座り、インターネットでうつ病について調べたら、アルコール依存症という言葉

にたどり着きました。そこでスクリーニングテストを行ったら、重度のアルコール依存症と表示されました。しかし、妻

に言うと、酒を止めるよう小言を言われるのが嫌で…否、それ以前に、「酒がない人生なんてありえない」「飲めない
人生なら、死んだ方がマシだ」と思っていたので、酒を手放すことはとても怖しいことでした。そもそも、祖父２人はア

ルコールが原因で亡くなっているので、アルコール依存は罹ったら死ぬしかなくて、決して助からないと思っていまし

た。どうせ死ぬなら飲み続けようと思っていました。

さらに数ヶ月後、飲酒と自殺未遂が止まらず、県内のある専門病院に入院し、治療を受けました。入院中に患者と

して参加した当事者グループのイベントでスピーチする方たちが、自分と似たような生き方をしてきていたこと、そし

て、自分の経験を笑顔で話している姿に衝撃を受け、「自分もあんな風になりたい（回復したい）」と思うようになりま

した。

退院して、その自助グループに通うようになりました。離婚して１人になり、１年半ほど引きこもり状態でしたが、

ミーティングだけは欠かさず参加しました。「アルコール問題から立ち直ろうとしているのは、自分だけじゃないんだ」

と気付き、県内外の仲間や、周りの人たちの支えがあるおかげで、飲まない１日を続けています。

（後編へ続く）
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令和２年、新型コロナウィルスが世界中に拡大しパンデミックとなる中、アルコール依存症からの回復の場を
確保するために、日本はもとより世界中の自助グループがインターネットを活用したオンラインミーティングを開
催するようになりました。
真和館でも、新型コロナウィルス感染防止のため、人が集まる場所への外出を控え、昨年５月末からオンライ
ンミーティングに積極的に参加するようになりました。
そのような経験を重ね、現在は、真和館でもインターネット会議ツールzoomを導入し、「真和館メッセージミー
ティング」を主催し地域の自助グループであるAAなごみグループ様やAA城北グループ様、GA熊本熊本グルー
プ様のご指導のもと、「経験を聞く、話す」ことで学びを深めています。
一日も早くコロナ禍が終息し、入所者の皆さんが再び自助グループの会場へ通えることを心待ちにしています。

令和３年１２月４日（土）には、養護老人ホーム『あそ上寿園主催の地域セミナー ～アルコール依存症を理
解する・支える～』を（zoomを使用）オンラインで開催する予定にしています。
アルコール依存症ご本人はもとより、ご家族、支援者、関心のある方ならどなたでも参加できます。
皆様のご参加を心よりお待ちしています。お問い合わせは、あそ上寿園又は真和館までお願い致します。

※AA（アルコホーリクス・アノニマス）・・・アルコール依存症の自助グループ
※GA（ギャンブラーズ・アノニマス）・・・ギャンブル依存症の自助グループ
※Part１は広報誌２５号をご覧ください

コロナ禍により、zoomを使ったオンラ
インミーティングが、アメリカ在住の日

本人女性（カリフォルニア・ミシガン・

ニューヨーク）AAメンバーが中心となり
英語と日本語の同時通訳付きで月に

一度開催されるようになりました。
真和館が最初（５月２４日）に参加し
たオンラインによるミーティングです。
現在は、「インターナショナル日本語
ステップ トラディショナルスタディ」とい
う名称で、男女混合のミーティングに
進化しています。
さらに、「インターナショナル日本語
女性 12ステップスタディ」は、「ミラク
ル・アクロス・ザ・シーズ 日本語女性
ミーティング ステップとスタディ」と名
称を変え、毎週金曜日（9：30～11：00）
開催されています。
当初は日本在住の女性が大多数で
したが、現在は、日本人以外の女性も
大勢参加されています。

院内感染防止のために依存症治療の専門

病院で開催されていた院内ミーティングは全

国的に中止されました。その代わりとしてオ

ンラインミーティングを取り入れる病院が増え

ています。

鹿児島の森口病院は九州でもいち早く院

内でzoomによるオンラインミーティングを開
始されました。

令和2年12月20日より、真和館入所者も快
く、参加させていただいています。
（毎月第4日曜日のみ参加 13：30～15：00）

菊陽病院は令和3年3月3日より、zoomに
よるオンラインミーティングを開始されました。

真和館では、菊陽病院に通院している入所

者が参加しています。
（毎月第1・3水曜日参加 14：00～15：30）

通常は、自助グループのAA城北グルー
プメンバーの皆様に来館頂き、ミーティン

グを開催して頂いておりましたが、感染防

止の観点から令和3年2月2日から、真和
館主催のzoomによるオンラインミーティ
ングを開始、AAなごみグループやAA城北
グループの皆様に、ご指導を頂くことにな

りました。
（毎月第1・3火曜日開催 10：15～11：30）

重複した依存症（クロスアディクション）対

策として自助グループのGA熊本グループ
様に来館頂いておりましたが、感染防止の

観点から令和3年3月9日より真和館主催
のzoomによるオンラインミーティングを開
始、ご指導を頂くことになりました。

（毎月第2・4火曜日開催 10：15～11：30）

４月２５日（日）の、あるオンライ
ンミーティングに参加しました。

＜テーマ＞は、生きる喜び
既読

既読

４月１３日（火）真和館で開催さ
れている、オンライン・メッセー
ジ・ミーティング（ギャンブル）
＜テーマ＞ギャンブル依存症
２０の質問から

高校生の時から、親や友人な
ど借金をしている人が多かった
ので（お金に困って貸してくれと
言われる時も多かった）、借金を
するのが当たり前といった価値
観の環境があった。
嫁も嫁の両親も全くギャンブル
をしない家庭でした。結婚した時
に自分の価値観はおかしいと
思った。
同年代の人達は家を建てたり
新車を買ったり旅行をしたり・・・。
私はといえば、ギャンブルでお金
を使い果たし、ギャンブルをする
ためにパソコンや洋服を売って
お金を作って、自分は何年も前
の服を着ているような生活でした。

既読

自分で生活をしたいです。
そして、負い目を感じない
でも良いような生き方をし
たいです。
昔の自分は、コソコソと隠
れるような生き方をして来
ました。

このミーティングは、「インターナショ

ナル日本語女性 １２ステップスタ

ディ」の４ヶ月後に開催されるようにな

りました。

現在では、日本やアメリカはもとよ

り、ヨーロッパやオーストラリアなど、

世界中からアルコール依存症のＡＡ

メンバー約２００名程が集われます。

zoomの同時通訳機能を使い、外国
語を話すメンバーの体験談を日本語

で聞くことができます。

（月に一度、日にちは不定期

9：30～11：00 開催されています）

入所当初よりも表情が明るく
なられ、依存症の学習も深
まっておられます。
学習会やミーティングでは、
人生を振り返り、さらに、ご自
分の問題に取り組まれていま
す。
再来年の社会復帰を目指し
準備を進めているところです。


